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１． 背景と目的 
 

 TDM（Transportation Demand Management）の考え方

がわが国に紹介されて以来、観光地の主要な交通混雑を

解消するための施策としても期待され、各地で実験的な

取り組みが行われてきたが、本格的に適用されている事

例はない．世界遺産白川郷では、次のような交通問題が

指摘されている． 

・ 荻町・世界遺産地区内に大量の車が進入し、世界遺

産地区内の良好な環境が保たれていない． 

・ 観光車両が特定の時間に集中することで駐車場があ

ふれ、国道などの周辺交通に影響を及ぼしている． 

・ 2008 年夏予定の東海北陸自動車道の全線開通によ

り交通事情の変化が想定されている． 

これらの問題意識のもと、2004年度から地元主導で荻

町世界遺産地区の車両進入禁止規制の実験も開始されて

いるが、進入規制の単独実施だけでは溢れた駐車需要を

解決できないなどの課題もある．その対策として駐車場

を予約制にすることにより、特定時間に集中する需要を

分散・カットする駐車場予約システムによる観光車両コ

ントロールが提案されてきた．そこで本研究では、

TDMのM(Management：管理)に着目し、お客様である

D(Demand：需要)を｢おもてなしする｣という発想の転換

から「観光客一人ひとりの満足度の最大化」を目標とす 
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る、TDO(Transportation Demand Omotenashi)の概念に基

づいた交通システムの考え方や手法を考える．世界遺産

白川郷をケーススタディとし、TDOの概念に基づいた駐

車場予約優先システムによる観光車両コントロールを実

施し、混雑のない交通環境を実現することを目的とする． 

 

２． 交通おもてなし構想 
 
(1) 交通おもてなし構想とは 
 「交通おもてなし構想」とは、希望時間に駐車場を予

約する、途中の立ち寄り施設を紹介する観光行動プラン

を提示するなどの方法により「観光客一人ひとりの満足

度を最大化」することを目的とし、同時にピーク日、

ピーク時間に集中する観光車両の分散化を図りながら、

特定観光施設周辺の交通混雑を緩和するという考え方の

ことである． 

 
(2) 白川郷における交通おもてなしの提案 
本研究の対象地区となる白川郷において以下の3つを

交通おもてなしとして提案する． 
・ 駐車場予約優先システムの導入による満足度の向上 
・ 希望時間に予約できない場合、予約時間までの立ち

寄り先を案内するなど回遊行動プランを提示するこ

とによる満足度の向上 
・ 白川郷に初めて来た人や不案内な人に対して観光案

内を行うことによる満足度向上 

 
３． 白川郷における観光車両コントロール 

 

白川郷における観光車両コントロールとは、地元主導

の荻町世界遺産地区車両進入規制の実施、駐車場の新設

は行わずに、白川郷の既設の３つの駐車場を用いること

を前提条件として、バスと乗用車を対象とした駐車場予

約優先システムの導入によって白川郷への観光車両需要

の時間的分散、予約の種類ごと利用駐車場を分離するこ

とによる観光車両の物理的分散を図ることで、対象エリ

アに観光車両の集中による混雑を発生させない良好な交

通環境を実現することを言う． 



 

 

表 1 白川郷の観光車両コントロール比較表 

No. 内容 予約種類 概要
予約・未予約の
利用駐車場

導入効果の
即効性

駐車場管理
の容易さ

システムの
単純さ

駐車場内
の有効利用

1
事前予約
当日予約
未予約混在

○ × × ○

2
事前予約
未予約混在

○ △ △ ○

3
当日予約
未予約混在

○ × × △

4 独立※ ○ ○ △ △

5 混在 × △ ○ ○

6 独立※ × ○ ◎ △

7
情報提供
システムのみ

白川郷へ向かう観光客に対し、混雑状況などの情報提供を行い、需要の
時間的分散、白川郷への流入経路の分散を期待する。

× ○ ◎ ×

※　独立は、予約種類ごとに駐車場をわけること。

駐車場
予約優先
システム
導入

事前予約
当日予約

事前予約

当日予約を設定することで、全体に占める予約車の割合を高めることが
出来るため、需要の時間的分散を図り混雑のない交通環境を実現するた
めの即効性があるほか、駐車場予約を知らない人も当日予約をすること
ができ、白川郷観光の満足度をあげることができる。導入には当日予約
の受付体制の確立や、事前予約・当日予約・未予約の３種類の予約種別
に対応した駐車管理が必要となる。

事前予約のみであるため、システムの単純さの面では優れているが、導
入初期は予約を利用する車両が少ないと想定されるため、需要の時間的
分散を図り、混雑のない交通環境を実現するための即効性に欠ける。

 
白川郷観光のメイン駐車場であるせせらぎ公園駐車場

は、バス・乗用車のどちらにも使うことが出来る区画

(バス18台、乗用車61台分)が存在する．白川郷では、バ

スを利用する観光客が多いため、同区画をその日のバス

来場予測数に基づき、大きな駐車スペースを必要とする

バス用駐車区画の確保を優先的に行っている．そのため、

限られた駐車場を効率的に運用できていないという問題

がある．限られた駐車場を効率的に運用するには、同区

画をバス用と乗用車用に最適配分することが重要である．

本研究では、駐車場予約優先システム導入により駐車場

を効率的に運用するシステムを提案し、実験を行った． 

観光車両コントロールを実現可能な方法は、設定する

予約種類、予約種類ごとの利用駐車場分離などの条件に

より複数検討することができる．それらを導入効果、管

理面、システムの単純さなどの点から評価すると表 1の

ように整理できる． 

 

４． 白川郷・飛騨地域観光車両コントロール  

社会実験 

 

(1) 実験概要（駐車場予約優先システム） 

地元主導の荻町・世界遺産地区への観光車両進入規制

実施日にあわせ、2007年9月21日(金)・22日(土)、10月

19日(金)・20日(土)、11月16日(金)・17日(土)に実施し

た．実験には、荻町・世界遺産地区周辺の３つの駐車場

を用いた． 

本実験では、駐車場の効率的利用を目指すという観点

から、バスと乗用車を予約の対象とした．予約車は混雑

の有無に関わらず優先的に駐車することができるが、未

予約者は混雑時には駐車場が空くまで待つこととした．

バスの駐車場予約を実施することにより、事前にバスの

時間帯別来場台数を正確に把握することが可能となる．

これにより、現在は予測台数に基づいて確保しているバ

ス用駐車区画を必要最小限とし、残りを乗用車に開放す

ることで、駐車場の処理能力最大化を目指すというもの

である．バス予約は入庫時間と出庫時間を１５分単位で

申告するものとし、乗用車予約は入庫可能時間帯のみを

定めた時間帯券を発売した．また、本実験では、本格導

入が可能なシステムの構築を目指し、予約受付方法は、

バス予約はWEB及びFAXによる受付、乗用車の事前予約は

大手プレイガイド「チケットぴあ」を用いた受付・販売

を行った．乗用車の当日予約は、予約受付コールセン

ターを設置した．利用可能な駐車場も、予約種別ごとに

異なった場所にすることとした．予約種類ごとの予約受

付方法、予約方式、利用可能駐車場は表 2の通りである．

あわせて、今回の実験についてのアンケート調査も実施

した． 

表 2 駐車場予約優先システムの概要 

駐車場名 役割 容量
受付方
法

バス：事前予約 WEB,FAX

乗用車：事前予約
余裕がある場合は、未予約車も駐車

乗用車：当日予約

余裕がある場合は、未予約車も駐車
可。
バス：せせらぎ公園駐車場での駐車が
不可能な未予約車

乗用車：せせらぎ公園駐車場またはみ
だしま公園臨時駐車場での駐車が不可
能な未予約車

※11月実験では、道の駅・SAに配置のTDOアドバイザーから直接予約受
　　実施

大型車38台
乗用車188台

乗用車300台
（バス臨時待

機）

せせらぎ
公園駐車

場

みだしま
公園臨時
駐車場

乗用車120台

寺尾駐車
場（臨
時）

チケット
ぴあ
コール
セン
ター※

 

(2) 実験概要（ＴＤＯ） 

白川郷における交通おもてなしの実現のために、駐車

場混雑時、希望の時間に駐車場の予約が取れない観光客、

入庫予定時間までに時間の余裕がある観光客に対し、予

約した時間までの時間を有効に過ごせるように周辺観光

施設の情報を提供した．また、帰宅までに時間の余裕が

ある観光客、白川郷に初めて来た観光客や白川郷のこと

を何も知らずに来た観光客に対して周辺観光施設の案内

を行った．情報提供の方法は周辺の道の駅や高速道路

SAに配置したTDOアドバイザーや予約コールセンター

のスタッフによる案内及び実験用パンフレットによって

行った． 
また、早朝や夕方の比較的駐車場の利用が少ない時間

帯の入庫可能時間帯幅の拡大や、駐車場予約者が指定の

周辺観光施設に立ち寄った場合には白川郷写真集のプレ

ゼントも行った．なお、11月の実験時にはTDOアドバイ

ザーおよび各駐車場のスタッフが当日予約券と周辺観光

施設である「しらみずの湯」の施設利用券をセットで販

売した． 



 

 

(3) 実験結果の概要 

駐車場予約優先システムは、バス事前予約、乗用車の

事前予約、当日予約ともに土曜日を中心に多数の利用が

あり、受付方法、利用方法は機能することが確認された．

一方、バスの予約利用率が低く、バスと乗用車の区画を

最適に配分し駐車場の処理能力を最大化するシステムを

検証するには至らなかった．しかしながら、事前予約に

より来場台数を事前に把握し、必要数を「予約車用区

画」として確保し、運用することが可能であることが確

認された．予約の有無による平均駐車時間に着目すると、

バスについては、予約の有無による平均駐車時間に差は

見られないが、乗用車については事前予約・当日予約と

もに未予約車両に比べて１時間以上長く駐車する傾向が

見られた（表 3）．バスは、予約・未予約に係らずあら

かじめ当日の旅程が組まれているものが多いためと考え

られるが、乗用車については、予約したことによる安心

感などによるものと考えられる．このことから、駐車場

予約優先システムは、長時間滞在する観光客の増加につ

ながる可能性があると考えられる．また、当日予約車と

未予約車を混在させることは、管理が複雑となるという

問題点も明らかになった． 

表 3 駐車場別平均駐車時間 

駐車場名 車両種別 予約種類 サンプル数 平均駐車時間

全体 341 1:25

予約 86 1:29
未予約 254 1:24
全体 1843 1:36

事前予約 94 2:38
未予約 1749 1:33
全体 412 2:36

当日予約 191 2:50
未予約 221 1:30

バス
せせらぎ公園

駐車場

みだしま公園
臨時駐車場

乗用車

乗用車

 

TDOでは、実験で提供した混雑をさけた観光プランの

提示は好評であった．しかしながら、混雑が予想を下回

り、「希望の時間に駐車場の予約が取れない観光客」が

ほとんど発生しなかったため、希望の時間に予約が取れ

なかった観光客の情報提供を受けることによる行動変更

は確認することが出来なかった． 
アンケート調査では、全体の約9割以上が白川郷観光

に高い満足度を示すと共に、全体の約6割が駐車場予約

導入に肯定的な意見を示したことから受容性は高いとい

える．また、当日予約は、半数以上が白川郷まで1時間

圏内と比較的近いエリアで行われていることも確認され

た．当日予約は、駐車場が混雑しだしてから多くの受付

があったことからも混雑時の需要分散に効果があるもの

と考えられる． 

 

５． 満足度に関する意識調査 

 

(1) 駐車場予約優先システムの導入による満足度 

観光の全体的な満足度は予約者の方が未予約者と比較

して「大変良かった」「良かった」と多く回答している．

全体的には約9割以上が「大変良かった」「良かった」

と回答している．このことから駐車場予約優先システム

は観光客の満足度を高める交通施策であるということが

言える(図 1)． 
観光の全体的な満足度（11月）
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図 1 観光の全体的な満足度 

 

(2) 回遊行動プランを提示することによる満足度 

駐車場の予約者の方が回遊プランの提示があった場合、

未予約者と比較して「予約時間の変更をする」と回答し

た割合が高い．事前予約者の約5割が回遊プランの提示

の有無に関らず「予約時間の変更をする」と回答してい

る．これは、事前予約者はあらかじめ旅行の計画をきち

んと立てる傾向が強く、予約をしなければ心理的に不安

になる可能性があるからと考えられる．また、回遊プラ

ンの提示の有無に関らず時間変更しないと回答した人の

中で当日予約者の約6割が回遊プランの提示があった場

合、「予約時間の変更をする」と回答している．これは

当日予約者の多くは実験時、白川郷に行く途中でTDOア
ドバイザーの案内を受けたからではないかと考えられる．

また、回遊プランの提示により、需要の時間的分散を図

ることができる可能性があると考えられる(図 2)． 
 

希望の時間に予約が取れないと時の行動変更（11
月）
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図 2 回遊プランによる行動変更 

 

(3) 白川郷に初めて来た人、不案内な人に対して

観光案内を行うことによる満足度 
白川郷に初めて来た人、不案内な人に着目した分析で

は、TDOアドバイザーの案内を参考にしたことで白川郷

の近くに来てから駐車場に停めるまでの満足度が最も高

いことが確認された．白川郷に初めて来た人や不案内な

人に対する観光案内や駐車場予約の案内は満足度の向上

につながり、これらの情報提供の受容性があると考えら

れる(図 3)． 



 

 

 
初めての人とＴＤＯアドバイザーによる案内による交

通満足度（10月）
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通満足度（10月）
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図 3 初めての人と不案内な人に着目した分析 

 

６． シミュレーションによるＴＤＯの有効性の 

検証 

 

研究対象エリアの東海北陸自動車道全線開通を受けた

交通事情の変化、それを受けた駐車場予約による観光車

両コントロールを行うことの有効性を評価するために、

想定される交通事情の変化をシミュレーション分析した．

有効性の検証には主要区間である東海北陸自動車道白川

郷ICからせせらぎ公園駐車場の旅行時間を用いた．まず、

現況再現を基に高速開通時に想定される交通事情をシ

ミュレーションした．このケースでは、荻町・世界遺産

地区の通過交通の9割が高速道路利用に移行、新たに高

速道路が開通する岐阜・高山方面から同地区への目的交

通の9割も高速道路利用に移行した上、1.2倍に増加する

と仮定した．その結果、高速道路が開通し、観光客が増

加すると、対象エリアの混雑は悪化、旅行時間も現況の

2倍に増加し、周辺交通に著しい悪影響を及ぼすことが

確認された（図 4）．しかし、その状況において本研究

で提案する駐車場予約による観光車両コントロールを行

い、かつ駐車場予約が完全に定着した場合には、1日を

通して旅行時間の変化が見られない混雑のない交通環境

を創り出すことが可能であり、観光車両コントロールの

有効性を確認できた．また、全時間帯均等に需要を分散

させる方が、より多くの予約車を受け入れることができ

ることも確認された． 

白川郷IC→せせらぎ公園駐車場・旅行時間
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図 4 代表区間の旅行時間比較 

 

 

７． まとめと今後の課題 

 

駐車場予約優先システムの予約受付、予約利用の有効

性はバス・乗用車ともに確認されたが、全車両に占める

予約車両の割合は低く、同システムの利点の一つである、

駐車場予約によるせせらぎ公園駐車場のバスと乗用車駐

車区画の最適配分の効果を確認することができなかった．

しかし、バス・乗用車ともに本格導入に対する肯定的な

意見が多く、全体的な観光満足度においても予約者の方

が未予約者と比較して満足度が高いという結果が得られ

た．スムーズな交通環境は全体的な観光満足度に少なく

とも影響していると考えられ、受容性は高いと考えられ

ることからも、今後も継続的に同システムを運用し、予

約を徐々に定着させていき、その効果を確認する必要が

ある． 

シミュレーション分析から白川郷の交通環境は悪化す

ることが予想されたことからも、駐車場予約優先システ

ムを用いた観光車両コントロールの導入、同システムを

軸とした地域連携が必要と思われる．TDOアドバイザー

などはその地域周辺のあらゆる情報を知ってない人では

成り立たないであろう．また、知識だけでなく「おもて

なしの心」を持った案内人でないと成り立たないであろ

う．機械や声だけではなく、実際に人と人が直接会話す

ることで満足度が向上するのではないだろうか． 

今後、「観光客一人ひとりの満足度」を最大化するた

めの交通施策として、駐車場予約優先システムを用いた

観光車両コントロールが実現され、世界遺産白川郷に混

雑のない良好な環境が創り出されることが望まれる． 
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平均旅行時間 

現況再現  20.0分 

高速開通時 42.0分 

観光車両コントロール時 

 10.3分 


